


 

 

おねがい 
 

トーハツ設備用エンジンポンプの取扱いについては、本機付属の取扱説明書を
よく読んで正しくご使用ください。 
 
● トーハツ設備用エンジンポンプをいつでも正常にご使用できます様にメン

テナンスと定期点検を行ってください。 
● 本製品の取扱い上、特にご留意して頂きたい項目には、本機に 3 種類の警

告表示をしてあります。 
 

・・・取扱いを誤った場合に死亡又は重症を負う危険が切迫して生
じることが想定される場合 

・・・取扱いを誤った場合に死亡又は重症を負う危険性が想定され
る場合 

・・・取扱いを誤った場合に軽傷又は物的損害の発生が想定される
場合 

 
 

お願い：本機に貼付されている警告ラベルの表示が読みにくくなった場合、
はがれそうになった場合は、すぐに貼り替えてください。 

 
○ 遠隔操作盤、充電器等の工事は電気工事の有資格者の施工を推奨します。 
○ 必要に応じて落雷（誘導雷）の対策を施してください。 
○ 当社指定方法以外での設置を行った場合、保証対象外となります。 

 
関連規格 
  防消火設備等基準（社団法人：日本エルピーガスプラント協会） 
  防消火設備等維持基準（        〃        ） 
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設置要領 
１． ポンプ室の条件（Ｐ６参照） 

ポンプ室は、保守点検に便利で延焼による危険のない場所に設置し、以下
の内容にも注意してください。 
１） 換気に注意してください。 

ポンプはガソリンエンジンで駆動するため、充分な給気と完全な排気
が出来るようにポンプ室壁面の上下に各１カ所、対面になるように換
気口を設けてください。（換気扇を取付けるとさらによいでしょう） 

２） 高温多湿をさけてください。 
高温，多湿による腐蝕、電子機器の破損、性能低下等の支障をきたさ
ぬよう排水、換気には十分注意してください。又、凍結の恐れのある
地域では冬期の凍結防止措置（ポンプ及び配管等）を講じてください。
（電気式ヒーターの場合は必ずサーモスタット付を使用してください。
また、最低気温によってヒーターの巻き数が異なりますので、ヒータ
ーメーカに確認してください） 

３） スペースをとってください。 
操作、点検ばかりでなく、安全性からもポンプ本機端から壁面まで最
低６００ｍｍ以上とってください。尚、既設のポンプ室で十分なスペ
ースがとれない場合、所轄の消防署に指導を受けてください。 

 
２． ポンプ本機の固定 

ポンプの据え付けは強固な基礎に固定してください。 
１） ポンプ本機取付けボルト位置はＰ７を参照。 
２） 固定用基礎ボルトは、Ｌ又はＪ形Ｍ１０×２００（JIS B-1178）等を

使用してください。 
３） 締付けは必ずナットおよびバネ座金を用いて、各ネジ共均等に締め付

けてください。 
４） 基礎コンクリート台の高さを床面より５０ｍｍ～２００ｍｍとすると

設置上便利です。 
５） 床面は吸水側に向かって若干の下り勾配（1/50～1/100）にしてくだ

さい。 
６） 基礎コンクリート台の周りに排水溝又は、排水管を設置してください。

（Ｐ１３参照） 
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３． 吸水管の配管方法 
１） 地下水槽の場合 

配管方法はＰ８を参考にしてください。但し、吸水高さ、吸水管長が
指示寸法より大きくなる場合は放水量に影響しますので事前に相談し
てください。尚、取付けにあたり以下の項目に注意してください。 

① 吸管径は指定の鋼管（６５Ａ）を原則とし、それ以外の管径を使用
する場合は事前に相談してください。又、空気溜まりに注意してく
ださい。（レジューサを使用する場合は偏心レジューサを使用し、
配管上面を同一にしてください） 

② 耐震措置としてフレキシブルホース（認定品）を必ず使用してくだ
さい（Ｐ１２参照）。この場合、フランジはルーズタイプを使用し
てください。 

③ 配管の支持は必ず設け、位置はＰ８を参照してください。 
④ 吸水管長は出来るだけ短く、曲がりの数は最小にしてください。 
⑤ 吸水管の継手は気密に注意して施工してください。 
⑥ 吸水管には必ずストレーナを取付けてください。 
⑦ フート弁は使用しないでください。 
⑧ 吸水口の位置は貯水槽の水面、壁面、および底面より適正な距離（Ｐ

８参照）を保ち、吸水口の乱流や、空気の吸い込みを防止してくだ
さい。 

⑨ 吸水管は他のポンプと併用せず単独で配管してください。 
⑩ 凍結の恐れのある地域ではフレキシブルホースと配管の間に仕切弁

（ゲート）を設け、ポンプに不凍液を入れるときに吸水しない措置
を講じてください。 

⑪ 吸水管は、空気溜まりが無いようにポンプに向かって上勾配の配管
にしてください。 
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２） 地上水槽の場合 
水源の水位がポンプより高い位置にある場合は、電動バルブを使用し
てください。配線方法は結線図Ｐ１０、配管方法はＰ９を参考にして
ください。 
尚、取付けにあたり以下の項目に注意してください。 

① 吸管径は指定の鋼管（６５Ａ）を原則とし、それ以外の管径を使用
する。場合は事前に相談してください。 

② 耐震措置としてフレキシブルホース（認定品）を必ず使用してくだ
さい。（Ｐ１２参照）この場合、フランジはルーズタイプを使用し
てください。 

③ 電動バルブはポンプに直接取付けず配管とフレキシブルホースの間
に取付けてください。 

④ 配管の支持は必ず設け、位置はＰ９を参照してください。又、配管
の途中に排水弁を設けてください。 

⑤ 吸水管長は出来るだけ短く、曲がりの数は最小にしてください。 
⑥ 吸水管の継手は気密に注意して締め付けてください。 
⑦ 吸水管（水槽内）には必ずストレーナを取付けてください。 
⑧ 水槽上部より吸水するＵ字形配管の場合には、エア溜まりに注意し

てください。エア溜まりがあると放水が不安定になります。 
 

４． 吐出管の配管方法 
    配管方法はＰ１１を参考にしてください。尚、配管にあたり以下の項

目に注意してください。 
１） 管径（鋼管）は指定の鋼管（６５Ａ）以上のこと。（立管までの径で、

立管及び枝管は別）又、吐出圧力も考慮してください。 
（Ｐ１９、２０ 摩擦損失水頭図参照） 

２） 耐震措置及びエンジン振動吸収としてフレキシブルホース（認定品）
を必ず使用してください。（Ｐ１２参照）この場合、フランジはルー
ズタイプを使用してください。 

３） 配管の支持は必ず設け、位置はＰ１１を参照してください。 
４） 吐出管は出来るだけ曲がりの数を少なくしてください。 
５） 流量計は、必要流量により選定してください。 
６） 吐出管最下部にはドレンバルブを必ず付けてください。 
７） 吐水後は必ずドレンバルブを開き、吐出管の水を抜いてください。残

水がある場合、次回使用時に吸水・吐水に影響する可能性があります。 
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５． 真空ポンプ排水管 
１） 排水管はφ４０～５０の水道用亜鉛メッキ鋼管等に真空ポンプ排水パ

イプを差し込み、接続部は大気開放にしてください。 (Ｐ１３参照)  
２） 排水勾配を必ず付けてください。（運転終了後残水の無いように施工

してください） 
① 排水管出口は貯水槽には戻さず排水溝（又は屋外）に導いてくだ

さい。 
② 排水管は必ず固定してください。  

 
６． マフラ排水管 

１） φ４０～５０の水道用亜鉛メッキ鋼管等に接続して排水してください。
（Ｐ１３参照） 

２） 排水勾配を必ず付けてください。（運転終了後残水の無いように施行
してください） 

３） 排水管出口は貯水槽に戻してください。 
４） 排水管は必ず固定してください。 
５） 貯水槽までの距離がある場合は管径を大きくしてください。 

 
７． マフラ排気管 

１） 付属のパイプエキゾースト（呼び４０A）を必ず使用し、耐振措置を
講じてください。 

２） マフラ排気管フランジとの結合は必ず付属のガスケットを使用し、排
気洩れのないようボルト及びナットで締め付けてください。 

３） パイプエキゾーストと固定排気管（水道用亜鉛メッキ鋼管、呼び４０
Ａ以上）は継手、又は溶接で結合し、排気洩れの無いように注意して
ください。 

４） パイプエキゾーストの曲げはR450以上を確保してください。R450未
満ではパイプエキゾーストの破損などの事故を招く恐れがあります。 

５） 固定排気管は支持金具を使用し、下り勾配をつけてください。上り勾
配にすると排気に含まれる水分やタールが溜まり、機能を損なう恐れ
やタールへの引火の恐れがあります。 

６） 排気の出口は必ず屋外に設け、排気方向は下向きにして積雪、雨水の
侵入を防止する措置を講じてください。（排気口に防虫メッシュ等を
取付けないでください） 

７） 塗装を行う場合は、耐熱塗料を使用してください。 
８） サブマフラを設ける場合はトーハツ純正オプションを使用してくださ

い。（Ｐ１４参照） 
９） 排気管全長は４０Ａの場合フランジより３ｍ以内とし、それ以上の場

合は５０Ａとしてください。（但し１０ｍ以内） 
 
 

！ 注意 
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８． 遠隔操作盤の取付 
１） 遠隔操作盤は、Ｐ１５の取付けピッチにて操作性を考慮した場所に取

付けてください。（取付け穴は４mmスクリュ用） 
２） 電線管（鋼製又は相当品）の取付けは任意の位置に穴を開けて取付け

てください。 
 

９． リレーボックス（オプション）の取付 
１） リレーボックスと電動バルブを取付ける際は、P１０を参照してくだ

さい。 
２） リレーボックスはバッテリが内蔵されております。常にＡＣ１００Ｖ

にて充電を行ってください。 
 

１０． ポンプ本機への自動充電器の取付 
１） 充電器は棚等を設けて固定してください。（Ｐ１６参照） 
２） 充電器自体放熱するためケース等で密閉しないでください。 
３） 入力側（ＡＣ１００Ｖ）を直接配電盤に接続する場合はプラグをカッ

トし丸形圧着端子を取付けて接続してください。（必要に応じて避雷
器を取付けてください） 

４） 出力側のプラグをポンプ操作盤の充電器端子に接続してください。 
 
１１． 機器間の配管及び結線 

１） 配管 
①  電線管（鋼製及び相当品）は地中埋設を原則とする。但し、困難

な場合は消防用設備基準により施設してください。 
② 電線管先端は必ずブッシングを使用し、電線の保護を図ってくだ

さい。又、各盤との固定はロックナット（ダブル）を使用してく
ださい。 

２） 結線（機器間の結線図参照・・Ｐ１８） 
① 本機と各盤の結線は耐火又は耐熱電線（消防用設備基準）を使用

してください。（太さ及び許容長さは結線図Ｐ１８参照） 
② 各盤の端子台との接続は、丸形圧着端子（３ｍｍ用）を使用し確

実に固定してください。（フォーク形端子は使用しないでくださ
い） 

③ 自動充電器の入力電源（１００Ｖ）は、他の電気回路の開閉器又
は遮断機によって遮断されない配線にしてください。（非常電源
専用受電設備基準参照） 

④ 落雷対策用にサージアブソーバの取付けを推奨いたします。 
但し、直撃雷には対応できません。（直流電源装置にはサージア
ブソーバが内蔵されています） 






















































